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［一般会計］

◇収支計算書

単位：円

大　　科　　目 中　　科　　目 当初予算額 補正後予算額（C） 決算額（D） 差額（D－C）

会 費 収 入 800,000 800,000 801,000 1,000

事 業 収 入 企 画 ・ 催 事 760,000 760,000 370,360 ▲ 389,640

物 品 販 売 22,000 22,000 2,100 ▲ 19,900

社 会 実 験 0 4,200,000 4,200,000 0

京 グ リ ー ン 電 力 販 売 0 0 44,100 44,100

補 助 金 収 入 0 0 0 0

助 成 金 収 入 0 0 0 0

受 託 金 収 入 17,664,000 17,664,000 17,664,000 0

雑 収 入 3,793 3,793 13,038 9,245

前 年 度 繰 越 金 1,917,207 1,917,207 1,917,207 0

21,167,000 25,367,000 25,011,805 ▲ 355,195

大　　科　　目 中　　科　　目 当初予算額 補正後予算額（C） 決算額（D） 差額（Ｃ－Ｄ）

事 業 費 情報収集・提供 2,540,000 2,340,000 2,171,448 168,552

事業活動 2,945,000 2,945,000 2,833,769 111,231

交流・共催 1,000,000 1,000,000 623,439 376,561

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ活動 1,000,000 2,100,000 2,076,473 23,527

社会実験 0 4,100,000 3,876,683 223,317

研修 0 0 0 0

調査研究 0 0 0 0

管 理 費 会議費 501,000 501,000 175,751 325,249

人件費 10,720,000 10,720,000 9,571,792 1,148,208

一般事務費 1,661,000 1,661,000 1,610,814 50,186

予 備 費 800,000 0 0 0

21,167,000 25,367,000 22,940,169 2,426,831

0 0 2,071,636

第2号議案　2007（平成19）年度収支決算について

2007（平成19）年度収支決算（案）

収　支　差（A－B）

収

　

　

入

小　　　　　　計（A）

小　　　　　　計（B）

支

出
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損益計算書

支　　　　　　　出 収　　　　　　入

事 業 費 11,581,812 会 費 収 入 801,000

（ 情 報 収 集 ・ 提 供 ） 2,171,448 事 業 収 入 4,616,560

（ 事 業 活 動 ） 2,833,769 （ 企 画 ・ 催 事 ） 370,360

（ 交 流 ・ 共 催 ） 623,439 （ 物 品 販 売 ） 2,100

（ キ ャ ン ペ ー ン 活 動 ） 2,076,473 （ 社 会 実 験 ） 4,200,000

（ 研 修 ） 0 （ 京 グ リ ー ン 電 力 販 売 ） 44,100

（ 調 査 研 究 ） 0 補 助 金 収 入 0

（ 社 会 実 験 ） 3,876,683 助 成 金 収 入 0

管 理 費 11,358,357 受 託 金 収 入 17,664,000

（ 会 議 費 ） 175,751 雑 収 入 13,038

（ 人 件 費 ） 9,571,792 前 年 度 繰 越 金 1,917,207

（ 一 般 事 務 費 ） 1,610,814

当期余剰金 2,071,636

合　　　　　　　計 25,011,805 合　　　　　　　計 25,011,805

貸借対照表（一般会計）　　2008(平成20)年3月31日現在

資　　　　　　産 負債及び資本

現 金 58,386 未 払 金 5,800,351

銀 行 預 金 6,348,451 前 受 金 1,000

未 収 金 1,466,150 剰 余 金 （ 当 期 未 処 分 利 益 ） 2,071,636

合　　　　　　　計 7,872,987 合　　　　　　　計 7,872,987

金　　額　　(円) 金　　額　　(円)

金　　額　　(円) 金　　額　　(円)
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支出内訳（一般会計）

単位：円

大科目 中科目

情報収集・提供 2,171,448

季刊作成・発行 133,900

月刊掲載漫画原稿料 36,666

広報業務企画デザイン費 999,280

資料送付等 104,705

発送料（月刊，季刊） 714,779

封筒作成 146,475

インターネット会費・サービス料 14,272

メールニュース管理 5,555

参加の手引き修正 15,816

事業活動 2,833,769

長期展望の策定とその実現に向けた取組

京都市地球温暖化対策政策提言

プロジェクト提言作成委託 1,206,450

重点プロジェクト

　京都環境コミュニティ活動（KESC）事業

　　　パンフレット作成 190,720

　　　コーディネーター経費 111,110

　　　報告書作成費 224,845

　　　事務費等 11,600

主要プロジェクト

　　京のエコツーリズム基盤づくりプロジェクト

　　　環境調和型観光パッケージ開発委託 282,980

　　自然エネルギー・コミュニティづくりプロジェクト 103,112

　　　 

実施プロジェクト

　　環境にやさしい修学旅行提案事業 94,920

　　「交通ワーキングだより」制作配布プロジェクト 60,000

　　京都版・グリーン電力プロジェクト

　　　グリーン電力購入費 36,330

　　　事務費等 207,030

　　サンガ・グリーンゴール・プロジェクト 3,333

ワーキンググループ会議開催経費 35,870

事務局職員ワーキンググループ活動経費 265,469

　　交通費，消耗品費等

摘　　　　　　　　　　　要

事業費

勘定科目及び金額
2007(平成19)

年度　決算額
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単位：円

大科目 中科目

交流・共催 623,439

サロンdeエコ開催経費 510,468

関係団体等会費 32,447

関係団体事業協賛金等 80,524

キャンペーン活動 2,076,473

交通部門取組

バスと電車でＥＣＯグルメポスター作成費 400,420

エネルギー部門取組

省エネ相談所開催業務委託 1,212,645

省エネ相談所消耗品等購入費 261,680

省エネ相談所景品購入費 100,420

キャンペーンＨＰ更新費 101,308

研修 0

調査研究 0

社会実験 3,876,683

臨時駐輪場スタッフ賃金 2,464,026

臨時駐車場運営スタッフ賃金等 1,201,672

事務費等 210,985

事業費

勘定科目及び金額

2007(平成19)

年度　決算額

摘　　　　　　　　　　　要
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単位：円

大科目 中科目

会議費 175,751

総会開催経費 158,421

幹事会交通費 17,330

人件費 9,571,792

賃金 8,390,461

保険料（事業主負担分） 1,181,331

一般事務費 1,610,814

事務所　電気代相当分 180,000

消耗品 179,442

事務費（電話，コピー料金等） 570,152

税理士報酬 157,920

消費税 453,300

法人税 70,000

22,940,169

勘定科目及び金額

2007(平成19)

年度　決算額

摘　　　　　　　　　　　要

次年度繰越金

合　　　　　　計

管理費
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財産目録

貸借対照表（一般会計）　　2008(平成20)年3月31日現在

科　　目

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

　　　　　現金預金 58,386

　　　　　普通預金　三菱東京ＵＦＪ銀行京都支店（♯5468383） 5,781,951

          郵便振替口座 566,500

　　　　　未収入金　　　委託料　　他                      1,283,450

                            消費税還付額　　　　　　　　　　182,700 1,466,150

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　流動資産合計 7,872,987

　　　　　資産合計 7,872,987

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

　　　　　未払金　　　プロジェクト委託料　他　　　　　5,730,351

　　　　　　　　　　　　　法人市府民税　　　　　　 　　　　　70,000 5,800,351

　　　　　　　　　　　　　前受金 1,000

　　　　　流動負債合計 5,801,351

　　　　　負債合計 5,801,351

　　　　　正味財産 2,071,636

金　　額　　(円)
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［寄付金特別会計］

◇収支計算書

単位：円

大　　科　　目 中　　科　　目 予算額（C） 決算額（D） 差額（D－C）

寄 付 金 収 入 50,000 62,235 12,235

雑 収 入 924 6,143 5,219

前 年 度 繰 越 金 5,877,076 5,877,076 0

5,928,000 5,945,454 17,454

大　　科　　目 中　　科　　目 予算額（C） 決算額（D） 差額（C－D）

事 業 費 5,000,000 5,000,840 ▲ 840

管 理 費 0 0 0

5,000,000 5,000,840 ▲ 840

928,000 944,614       収   支   差（A-B）

収

　

　

入

小　　　　　　計（A）

支

出

小　　　　　　計（B）
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支　　　　　　　出 収　　　　　　入

事 業 費 5,000,840 寄 付 金 収 入 62,235

管 理 費 0 雑 収 入 6,143

当 期 余 剰 金 944,614 前 年 度 繰 越 5,877,076

合　　　　　　　計 5,945,454 合　　　　　　　計 5,945,454

貸借対照表（寄付金特別会計）　　2008(平成20)年3月31日現在

資　　　　　　産 負債及び資本

現 金 0 当 期 余 剰 金 944,614

銀 行 預 金 944,614

合　　　　　　　計 944,614 合　　　　　　　計 944,614

金　　額　　(円) 金　　額　　(円)

金　　額　　(円) 金　　額　　(円)
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貸借対照表（寄付金特別会計）　　2008(平成20)年3月31日現在

科　　目

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

　　　　　現金預金

　　　　　　普通預金　三菱東京ＵＦＪ銀行京都支店（♯5544043） 941,614

　　　　　　郵便振替口座 3,000

　　　　　流動資産合計 944,614

944,614

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

0

　　　　　流動負債合計 0

　　　　　負債合計 0

　　　　　正味財産 944,614

金　　額
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第 3 号議案 2008（平成 20）年度活動方針及び事業計画について 

2008（平成 20）年度活動方針及び事業計画（案） 

～10 周年を迎え、次のステージへ～ 

 

＜2007・2008・2009 年の複数年度にまたがる活動方針＞ 

 京のアジェンダ 21 フォーラム（以下「フォーラム」）では『京のアジェンダ 21』の実現に

向け、単年度毎の活動方針と事業計画を決定し運営してきたが、京都市の温室効果ガス排出

量 10％削減の目標年（2010 年）が近づいていることを踏まえると、その年に向けた方向性を

確認した上で、毎年度の事業計画を策定するほうがより活動しやすいと考え、2007・2008・

2009 年の複数年度にまたがる活動方針を 2007（平成 19）年度総会において以下のとおり決

定した。この活動方針の２年目に当たる 2008（平成 20）年度の事業計画を立案する。 

 

 

 

 

 

 

＜2008 年度の動き＞ 

 2008（平成 20）年度は、「北海道洞爺湖サミット（G8 サミット）」や「気候変動枠組み条約

締約国会議（ＣＯＰ14）」の開催があり、京都議定書第一約束期間が終わる 2012 年以降の枠

組に向けた議論が活発化する。しかし、2010 年が目前にせまる今、京都では、市民、事業者、

行政のパートナーシップの下、温室効果ガス排出量を着実に削減する取組を進めていくこと

が求められている。京都市では国が公募中の「環境モデル都市」事業に応募し、また、中長

期における温室効果ガスの大幅削減を展望するビジョンの策定が進められる予定であり、今

後、脱温暖化社会の実現に向けた施策検討がより具体的に進められることが予想される。 

 

＜長期展望の策定と-10％に向けた取組＞ 

 フォーラムでは、2007（平成 19）年度、「長期展望の策定とその実現に向けた働きかけ」

の検討を開始したところである。2008(平成 20)年度には京都市の“地球温暖化対策に関する

中長期的な目標検討”事業の検討内容に関わりながら、『京のアジェンダ 21』の目指す方向

性との整合を図り、フォーラムの活動内容を検討していく。具体的には、京都市の地球温暖

化対策評価検討委員会にフォーラムとして委員派遣することと並行して、市のフォーラム以

外の委員も誘い合わせて開催する勉強や意見交換の場をフォーラムが設定し、各委員と、特

に中長期的な視点における未来の都市像の共有を計り、委員会での審議に影響力を及ぼすよ

う働きかけ、フォーラムのミッションのひとつでもある「政策の実現と統合」を進める一歩

としたい。 

 一方、「-10％に向けた重点取組」では、脱温暖化行動キャンペーンの実施、京グリーン電

力制度の創設、「歩いて楽しいまちなか戦略」都心社会実験の支援等、着実に進めてきた活動

が目に見える形で動き始めてきた。2008（平成 20）年度はこれらの活動を本格的に展開して

いく。 

（１）（１）（１）（１）    長期展望の策定とその実現に向けた働きかけ 長期展望の策定とその実現に向けた働きかけ 長期展望の策定とその実現に向けた働きかけ 長期展望の策定とその実現に向けた働きかけ 

（２）（２）（２）（２）    -10％に向けた重点取組 -10％に向けた重点取組 -10％に向けた重点取組 -10％に向けた重点取組 

分野①「環境にやさしい交通体系の創出」 分野①「環境にやさしい交通体系の創出」 分野①「環境にやさしい交通体系の創出」 分野①「環境にやさしい交通体系の創出」 

分野②「民生業務・家庭における省エネルギー・自然エネルギー」 分野②「民生業務・家庭における省エネルギー・自然エネルギー」 分野②「民生業務・家庭における省エネルギー・自然エネルギー」 分野②「民生業務・家庭における省エネルギー・自然エネルギー」 
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＜10 周年を迎え、次のステージへ＞ 

 2005（平成 17）年から 2007（平成 19）年にかけて検討したフォーラム改革では、「パート

ナーシップの構築」、「事業の創出と育成」、「政策の実現と統合」、「市民へのアピール」をフ

ォーラムのミッション（使命）とし、京都市における持続可能な地域・社会づくり、特に緊

急の課題である地球温暖化の防止に焦点をあて、その実現を目指すことを再確認した。ミッ

ション（使命）の実現に向け、最も適当と考えられる組織体制も含めて取組項目を整理し、

その対策を示した。このことを踏まえるとともに、フォーラム 10 周年を迎えることから、2008

（平成 20）総会において、規約改正等の幹事会や事務局の役割を強化する体制整備を行い、

幅広い参加者を募りながら地球温暖化対策を中心とした取組を推進していく。 

 

 

事業費 799 万円（前年度補正 838.5 万円（予備費 80 万円含む）） 

 

<１>ワーキンググループの運営  90 万円（新規） 

 テーマに関係する各主体間のパートナーシップ形成、新たなプロジェクト創出、関心ある

市民への参加機会提供、フォーラム会員（フォーラムの応援団）の拡大・活動への参加促進

のため、５つのワーキンググループを運営し、提案された具体的な事業の調査研究等を進め

る。昨年度、京都市内における温室効果ガス排出量の大幅削減を実現するための取組につい

て検討した京都市地球温暖化対策政策提言プロジェクトチームの成果の中で、フォーラムで

担っていくべき活動としてあげられた具体的な提案について、ワーキンググループで実施に

向けて検討を進め、できるものについては実施を始める。 

 

（１）ワーキンググループ活動  20 万円（新規） 

各テーマに沿った５つワーキンググループの会議、ワークショップ、研修会等を開催する。 

 

① 企業活動ワーキンググループ 

 学校区を中心とした地域で、企業、学校、住民が連携して環境取組を継続して行う仕

組みづくり（ＫＥＳＣ）の方向性や、実施体制の合意形成、意見調整を進めることや、

製造業以外の事業者にＫＥＳを広める方策の検討等、中小企業の環境活動を支援する活

動をテーマとする。 

 

② エコツーリズムワーキンググループ 

 エコツアー情報の発信のあり方の一つとして、環境対策に積極的な宿泊施設をエコツ

アー情報の発信拠点にすることや、エコツアーを担う人材の育成・研修等、京都で都市

型の環境調和型観光（エコツーリズム）を実現することをめざした活動をテーマとする。 

 

③ 交通ワーキンググループ 

 2007年 10 月に都市計画局交通政策室が実施した「歩いて楽しいまちなか戦略」社会

実験の支援や、嵐山・東山での観光ピーク時対応への政策提言、実験支援等、歩いて楽

しいまちづくりを進めて公共交通や自転車などの利用を促進する活動をテーマとする。 

- 20 -



 

④ えこまつりワーキンググループ 

 祭りやイベントでの環境対策のガイドラインづくりやその導入に向けた政策提言、環

境配慮型のお祭り、イベントを実践する際のマニュアルづくり等、祭り、イベントでの

環境対策支援をテーマとする。 

 

⑤自然エネルギーワーキンググループ 

 京グリーン電力制度の構築や、自然エネルギーマップづくりによる情報発信、市民参

加型の太陽光発電「おひさま発電所」の支援等、京都に適した自然エネルギー普及、利

用促進する活動をテーマとする。 

 

（２）調査研究  70 万円（新規） 

 各ワーキンググループの活動を進める中で新たに提案された事業の、事業化の可能性

を探る各種調査研究や情報収集を行う。 

例）環境調和型観光の統合パッケージの開発 

歩くまち京都推進プロジェクト（脱温暖化に向けた都心社会実験の支援） 

えこまつり実践マニュアル作成 

京グリーン電力制度の条件設定  等 

 

<２>プロジェクトの実施  260 万円（前年度補正 370 万円（予備費 80 万円含む）） 

 フォーラムの目的やミッション、活動方針に見合ったテーマ別プロジェクトを実施する。 

 

（１）脱温暖化行動キャンペーン 60 万円※（前年度補正 210 万円） 

   ※「家庭の省エネ相談所」開設については（２）で計上 

 2006（平成 18）年度から実施している脱温暖化行動キャンペーンを継続して実施する。

「家庭の省エネ相談所」の開設を中心として、他プロジェクトについても趣旨、時期に合えばその

一環として実施する。 

   昨年度実施内容：「家庭の省エネ相談所」の開設 

            バスと電車で eco グルメ！ 

            （飲食店でのサービス提供による公共交通利用促進） 

            グリーン電力の普及（京グリーン電力利用） 

 

（２）家庭の省エネルギー対策プロジェクト 100 万円（新規） 

 2006（平成 18）年度から実施している「脱温暖化行動キャンペーン」での「家庭の省

エネ相談所」開設経験をもとに、「家庭の省エネ相談所」開設に取り組む他団体とも連携

し、「家庭の省エネ相談所」の京都市域での更なる展開をはじめ、民生家庭部門における

有効な省エネルギー対策やそのための体制づくりを検討し、試行実施する。 
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（３）京都環境コミュニティ活動（ＫＥＳＣ）プロジェクト 100 万円（前年度 50 万円※） 

   ※京エコロジーセンターから別に 50 万円 

 学校区を単位として、地域住民、学校、企業が連携して環境取組を継続して行う仕組み

づくりを目指し、2006（平成 18）年度、2007（平成 19）年度の 2年間の実施経験をもと

に、方向性についての意見調整、実施体制の再検討および試行実施を行う。 

 

<３>京グリーン電力の試行運用 20 万円※（新規） 

  ※グリーン電力環境付加価値最大 50,000kWh 分（45 万円）の見込み。 

 前年度創設した京グリーン電力制度に沿い、グリーン電力の購入、販売を進め、京グリー

ン電力制度を運用する。 

 

<４>情報収集・提供  234 万円（前年度補正 234 万円） 

 フォーラム会員や、より多くの市民に、京のアジェンダ 21 の取組を紹介し、協力を得て、

主体的な行動や推進に向けた新たな取組への参加を促し、フォーラムの活動を広めるために、

情報の収集・提供を行う。 

 

（１）事務局通信 月刊あじぇんだ発行（年 12回） 前年度と同額（2007 年度 159 万円） 

 会員向けに、フォーラムの活動報告、行事や会議の告知等を行う事務局通信を原則月 1

回発行する。 

 

（２）ホームページによる情報発信       前年度と同額（2007 年度 5万円） 

 会員及び一般向けに、フォーラムの概要や活動状況、行事や会議の告知等を掲載する

ホームページを引き続き運用するとともに充実を図る。 

 

（３）入会案内（フォーラム紹介パンフレット）の刷新  60 万円（新規） 

 フォーラムの概要や活動状況等を対外的に紹介するためのパンフレットを刷新する。 

 

<５>交流  前年度と同額（前年度 40 万円）※会費収入 60 万円を加えて 100 万円で実施 

 一般市民が入りやすい開かれた場や、会員間の意見交換・交流の促進を図るため、サロン

や発表会等を開催する。 

 

<６>京のアジェンダ 21 フォーラム設立 10 周年記念事業  50 万円（新規） 

 フォーラムは 2008（平成 20）年 11 月で満 10 歳を迎えるが、地球温暖化問題を取り巻く状

況として、市の掲げる二酸化炭素排出量を 2010年までに 1990年レベルの 90％に抑制すると

いう目標達成は非常に厳しい。そこで 10周年を祝って華美な式典をするのではなく、これを

一つの通過点として、「フォーラム設立 10 周年記念事業」を開催する。これまでにフォーラ

ムの活動に関わってきた、またこれから関わっていただきたい方々を対象に、これまでの 10

年の活動を振り返り、これから何をしていけばよいか、どのように活動を進めていけばよい

か考え、これからの戦略を検討する場として、シンポジウム等を開催する。 

以上 
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◇収支計算書

単位：円

大　　科　　目 中　　科　　目

2007(平成19)

年度　予算額

2007(平成19)

年度　決算額

2008(平成20)

年度　予算額

摘要

会 費 収 入 800,000 801,000 800,000

事 業 収 入 企 画 ・ 催 事 760,000 370,360 760,000

物 品 販 売 22,000 2,100 10,000

社 会 実 験 4,200,000 4,200,000 0

京グリーン電力販売 0 44,100 500,000

受 託 金 収 入 17,664,000 17,664,000 25,424,000

雑 収 入 3,793 13,038 15,000

前 年 度 繰 越 金 1,917,207 1,917,207 2,071,636

25,367,000 25,011,805 29,580,636

事 業 費 情報収集・提供 2,340,000 2,171,448 2,340,000

事業活動費 2,945,000 2,833,769 4,000,000

交流・共催事業 1,000,000 623,439 1,000,000

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ活動 2,100,000 2,076,473 0

社会実験 4,100,000 3,876,683 0

京グリーン電力 0 0 650,000

管 理 費 会議費 501,000 175,751 380,000

人件費 10,720,000 9,571,792 18,480,000

一般事務費 1,661,000 1,610,814 1,780,636

予 備 費 0 0 950,000

次 年 度 繰 越 2,071,636

25,367,000 25,011,805 29,580,636合　　　　　　計

支

　

　

出

第4号議案　2008（平成20）年度収支予算について

2008（平成20）年度収支予算（一般会計）　（案）

中科目「キャンペーン

活動」については廃

止。キャンペーンに係

る経費については，事

業活動費に計上する。

収

　

　

入

合　　　　　　計
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2007(平成19)年度　予算案 25,367,000円（合計） 2008(平成20)年度　予算案 29,580,636円（合計）

◆事業費◆ ◆事業費◆

　［情報収集・提供］　2,340,000円 　［情報収集・提供］　2,340,000円

　　○月刊発行　　1,590,000円 　　○月刊発行　　1,590,000円

　  ○季刊発行　　490,000円 　　○インターネット会費　　50,000円

　　○ホームページ再編成　　120,000円 　　○入会案内の刷新　　600,000円

　　○インターネット会費　　50,000円 　　○その他印刷物作成　100,000円

　　○メールニュース管理　 90,000円

　［事業活動費］　　2,945,000円 　［事業活動費］　　4,000,000円

　　○フォーラム改革プラン継続　　100,000円 　　○ワーキンググループ運営　　900,000円

（内訳）

ワーキンググループ活動　　200,000円

調査研究　　700,000円

　　○プロジェクト開催経費　　1,600,000円 　　○プロジェクト開催経費　　2,600,000円

　　　　　　　（内訳）

脱温暖化行動キャンペーン　　600,000円

家庭の省エネルギー対策プロジェクト　　1,000,000円

京都環境コミュニティ活動プロジェクト　　1,000,000円

　　○長期展望の策定　　245,000円 　　○１０周年記念事業の実施　　500,000円

　　○評価検討プロジェクトチーム開催　　1,000,000円

　［交流・共催事業］　　1,000,000円 　［交流・共催事業］　　1,000,000円

　　○サロン、発表会、相談会　　1,000,000円 　　○サロン、発表会、相談会　　1,000,000円

　［キャンペーン事業］　　2,100,000円

　　○地球温暖化防止行動キャンペーン　　2,100,000円 　（脱温暖化行動キャンペーン予算　600,000円はプロジェクト開催経費に計上）

　［京グリーン電力］　　650,000円

　　○試行運用に係る事務費　　200,000円　　

　　○電力購入　　450,000円　

◆管理費◆ ◆管理費◆

　［会議費］　501,000円 　［会議費］　380,000円

　　○会場使用料　117,000円 　　○会場使用料　150,000円

　　○総会資料作成・送付　354,000円 　　○総会資料作成・送付　200,000円

　　○交通費　30,000円 　　○交通費　30,000円

　［人件費］　10,720,000円 　［人件費］　18,480,000円

　　○事務局職員賃金　10,410,000円 　　○事務局職員賃金　16,956,000円

　　○ＷＧアシスタント，アルバイト経費　310,000円 　　○ＷＧアシスタント，アルバイト経費　1,524,000円

　［一般事務費］　　1661,000円 　［一般事務費］　　1,780,636円

　　○事務所電気代相当額　180,000円 　　○事務所電気代相当額　180,000円

　　○通信費　300,000円 　　○通信費　400,000円

　　○消耗品　300,000円 　　○消耗品　600,636円

　　○消費税等　881,000円 　　○消費税等　600,000円

◆予備費◆　　　　　　　　0円 ◆予備費◆　　　 950,000円

2008（平成20）年度収支予算（一般会計）支出内訳（案）
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◇収支計算書

単位：円

大　　科　　目 中　　科　　目

2007(平成19)

年度　予算額

2007(平成19)

年度　決算額

2008(平成20)

年度　予算額

摘要

寄 付 金 収 入 50,000 62,235 50,000

雑 収 入 924 6,143 6,143

前 年 度 繰 越 金 5,877,076 5,877,076 944,614

5,928,000 5,945,454 1,000,757

事 業 費 5,000,000 5,000,840 0

管 理 費 0 0 0

次 年 度 繰 越 金 944,614 1,000,757

5,000,000 5,945,454 1,000,757

2008（平成20）年度収支予算（寄付金特別会計）（案）

収

　

　

入

合　　　　　　計

支

出

合　　　　　　計

- 25 -



- 26 -



 

 

第 5 号議案 京のアジェンダ 21 フォーラム規約の改正について 

京のアジェンダ２１フォーラム規約 改正（案）京のアジェンダ２１フォーラム規約 改正（案）京のアジェンダ２１フォーラム規約 改正（案）京のアジェンダ２１フォーラム規約 改正（案）    

現行現行現行現行    改正案改正案改正案改正案    

京のアジェンダ２１フォーラム規約 京のアジェンダ２１フォーラム規約 

平成１５年７月１日改正 平成２０年７月１日 

目 次 

 第１章 総 則 

 第２章 会 員 

 第３章 役員等 

 第４章 会 議 

 第５章 総 会 

 第６章 幹事会 

 第７章 常任幹事会 

 第８章 ワーキンググループ等 

 第９章 事務局等 

 第１０章 資産及び会計 

 第１１章 残余財産の処分 

 第１２章 雑則 

 附 則 

目 次 

 第１章 総 則 

 第２章 会 員 

 第３章 役員等 

 第４章 会 議 

 第５章 総 会 

 第６章 幹事会 

（削除） 

 第７章 ワーキンググループ等 

 第８章 事務局等 

 第９章 資産及び会計 

 第１０章 残余財産の処分 

 第１１章 雑則 

 附 則 

第１章  総     則 第１章  総     則 

（名 称） 

第１条 この団体は，京（みやこ）のアジェ

ンダ２１フォーラム（以下「フォーラム」

という。）と称する。 

（名 称） 

第１条 （現行のとおり） 

（事務所） 

第２条 フォーラムは，事務所を幹事会の定

める所に置く。 

（事務所） 

第２条 （現行のとおり） 

（目 的） 

第３条 フォーラムは，市民，事業者，行政

が協働して，京（みやこ）のアジェンダ２

１（以下「アジェンダ」という。）に示され

た取組の具体化及び行動への誘導，並びに

その評価及び充実を図り，もって環境と共

生する持続型社会を実現することを目的と

する。 

（目 的） 

第３条 （現行のとおり） 

（事 業） 

第４条 フォーラムは，前条の目的を達成す

るために，次の各号に掲げる事業を行う。 

 （１）環境情報に関する広報・普及事業 

 （２）環境保全活動に関する研修・調整・相

談事業 

 （３）環境保全に関する調査・研究事業 

 （４）その他前条の目的を達成するために必

要な事業 

（事 業） 

第４条 （現行のとおり） 

 

第２章  会     員 第２章  会     員 

（会 員） 

第５条 フォーラムは，目的に賛同して会員

となる市民，市民団体，事業者，事業者団

体及び行政機関をもって構成する。 

（会 員） 

第５条 （現行のとおり） 
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（入 会） 

第６条 フォーラムの会員になろうとするも

のは，入会申込書を代表に提出するものと

する。 

（入 会） 

第６条 （現行のとおり） 

（会 費） 

第７条 会員は，別に定める会費を納入しな

ければならない。 

２ 会費は，年間会費及び臨時会費とする。 

３ 既納の会費は，返還しない。 

（会 費） 

第７条 会員は，別に定める会費を納入しな

ければならない。 

２ 会費は，年間会費とする。 

３ 既納の会費は，返還しない。 

（資格の喪失） 

第８条 会員は，次の各号の一に該当すると

きは，その資格を喪失する。 

 （１）退会したとき。 

 （２）死亡し，又は会員である法人若しくは

団体が解散したとき。 

 （３）後見開始又は保佐開始の審判を受けた

とき。 

 （４）会費を引き続き２年以上納入しないと

き。 

 （５）除名されたとき。 

（資格の喪失） 

第８条 会員は，次の各号の一に該当すると

きは，その資格を喪失する。 

 （１）退会したとき。 

 （２）死亡し，又は会員である法人若しくは

団体が解散したとき。 

 （３）後見開始又は保佐開始の審判を受けた

とき。 

 （４）会費を２年度分を越えて納入しないと

き。 

 （５）除名されたとき。 

（退 会） 

第９条 会員は，退会しようとするときは，

退会届を代表に提出しなければならない。 

（退 会） 

第９条 （現行のとおり） 

（除 名） 

第１０条 会員が次の各号の一に該当すると

きは，幹事会の決議を経て，除名すること

ができる。ただし，その会員に対し，あら

かじめ弁明する機会を与えなければならな

い。 

 （１）フォーラムの名誉を傷つけ，又はフォ

ーラムの目的に違反する行為があったと

き。 

 （２）この規約及び別に定める規程に違反

し，又は幹事会の議決を無視する行為があ

ったとき。 

（除 名） 

第１０条 （現行のとおり） 

 

第３章  役  員  等 第３章  役  員  等 

（役 員） 

第１１条 フォーラムに次の各号に掲げる役

員を置く。 

 （１）代 表 若干名 

 （２）幹事長 １人 

 （３）幹事長代理 １人 

 （４）幹 事 ３０人以内（代表，幹事長

及び幹事長代理を含む。） 

 （５）常任幹事 ５人以上１０人以下 

 （６）監 事 若干名 

（役 員） 

第１１条 フォーラムに次の各号に掲げる役

員を置く。 

 （１）代 表 １名 

 （２）幹事長 １名 

 （３）副幹事長 若干名 

 （４）幹 事 ３０名以内（代表，幹事長

及び副幹事長を含む。） 

 （削除） 

 （５）監 事 若干名 

（役員の選任） 

第１２条 幹事は，会員のうちから総会で選

任する。ただし，補欠の幹事は，前任者が

推薦し，幹事会の承認を経て選任する。 

２ 代表，幹事長，幹事長代理及び常任幹事

（役員の選任） 

第１２条 幹事は，会員のうちから総会で選

任する。ただし，補欠の幹事は，前任者が

推薦し，幹事会の承認を経て選任する。 

２ 代表，幹事長及び副幹事長は，幹事会に
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は，幹事会において互選する。 

３ 監事は，会員のうちから総会で選任する。 

４ 幹事及び監事は，相互に兼ねることはで

きない。 

おいて互選する。 

３ 監事は，会員のうちから総会で選任する。 

４ 幹事及び監事は，相互に兼ねることはで

きない。 

（役員の職務） 

第１３条 代表は，フォーラムを代表し，そ

の業務を総理する。 

２ 幹事長は，幹事会を代表し，会務を総理

する。 

３ 幹事長代理は，幹事長を補佐し，幹事長

に事故があるとき，又は幹事長が欠けたと

きは，その職務を代行する。 

 

４ 幹事は，幹事会を構成し，会務を執行す

る。 

５ 幹事長，幹事長代理，会計及び常任幹事

は，常任幹事会を構成する。 

６ 監事は，フォーラムの会計，運営を監理

し，会員に経理事務及び事業の監査報告を

行う。 

（役員の職務） 

第１３条 代表は，フォーラムを代表し，そ

の業務を総理する。 

２ 幹事長は，幹事会を代表し，会務を総理

する。 

３ 副幹事長は，幹事長を補佐し，幹事長に

事故があるとき，又は幹事長が欠けたとき

は，その職務を代行する。ただし，幹事長

が指名した順序による。 

４ 幹事は，幹事会を構成し，会務を執行す

る。 

（削除） 

 

５ 監事は，フォーラムの会計，運営を監理

し，会員に経理事務及び事業の監査報告を

行う。 

（役員の任期） 

第１４条 役員の任期は，２年とする。ただ

し，再任を妨げない。 

２ 補欠により選任された役員の任期は，前

任者の残任期間とする。 

 

３ 役員は，辞任又は任期満了の場合におい

ても，後任者が就任するまでは，その職務

を行わなければならない。 

（役員の任期） 

第１４条 役員の任期は，２年とする。ただ

し，再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により選任された役員の任

期は，前任者又は他の現任者の残任期間と

する。 

３ 役員は，辞任又は任期満了の場合におい

ても，後任者が就任するまでは，その職務

を行わなければならない。 

（役員の解任） 

第１５条 役員が次の各号の一に該当すると

きは，幹事会の議決を経て，解任すること

ができる。ただし，その役員に対し，あら

かじめ弁明する機会を与えなければならな

い。 

 （１）フォーラムの役員としてふさわしくな

い行為があったとき。 

 （２）心身の故障等のため職務の遂行に耐え

られないと認められるとき。 

（役員の解任） 

第１５条 （現行のとおり） 

（役員の報酬） 

第１６条 役員は，無給とする。ただし，代

表が幹事会の承認を経て，必要と認める場

合は，有給とすることができる。 

（役員の報酬） 

第１６条 （現行のとおり） 

（顧問等） 

第１７条 フォーラムに顧問を置くことがで

きる。 

２ 顧問は，幹事会の議決を経て，代表が就

任を要請する。 

３ 顧問は，フォーラムの運営等重要な事項

について，幹事会に指導助言を行う。 

４ アジェンダの推進及び進行管理並びにフ

（顧問等） 

第１７条 （現行のとおり） 
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ォーラムの活動及び運営上で，必要がある

と認めるときは，幹事会の議決を経て，フ

ォーラムに専門委員を置くことができる。 

第４章  会     議 第４章  会     議 

（種 別） 

第１８条 フォーラムの会議は，総会，幹事

会，常任幹事会，ワーキンググループ，会

員交流会及びプロジェクトチームの６種と

する。 

（種 別） 

第１８条 フォーラムの会議は，総会，幹事

会，ワーキンググループ及びプロジェクト

チームの４種とする。 

第５章  総     会 第５章  総     会 

（総 会） 

第１９条 総会は，代表が招集する。 

２ 総会の議長は，代表が当たる。 

３ 総会は，毎会計年度１回以上開催するほ

か，次の各号に掲げる場合に開催する。 

 （１）代表が必要があると認めたとき。 

 （２）会員の３分の１以上から会議の目的を

記載した書面により，開催の請求があった

とき。 

 （３）幹事長から開催の請求があったとき。 

（総 会） 

第１９条 （現行のとおり） 

（総会の定足数） 

第２０条 総会は，会員数の過半数の出席が

なければ開会することができない。 

（総会の定足数） 

第２０条 （現行のとおり） 

（議決事項） 

第２１条 総会は，この規約に別に定めるも

ののほか，次の事項を議決する。 

 （１）規約の変更 

 （２）解散 

 （３）会費の額及びその納入方法 

 （４）幹事及び監事の選任 

 （５）活動方針，事業計画及び収支予算 

 （６）事業報告及び収支決算 

 （７）アジェンダの進行管理に関すること。 

 （８）その他フォーラムに関する重要な事項 

（議決事項） 

第２１条 総会は，この規約に別に定めるも

ののほか，次の事項を議決する。 

 （１）規約の改正 

 （２）解散 

 （３）会費の額及びその納入方法 

 （４）幹事及び監事の選任 

 （５）活動方針，事業計画及び収支予算 

 （６）事業報告及び収支決算 

 （７）アジェンダの進行管理に関すること。 

 （８）その他フォーラムに関する重要な事項 

（議 事） 

第２２条 総会の議事は，出席会員の過半数

で決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。ただし，規約の変更，解散，

除名及び残余財産の処分については，出席

会員の３分の２以上の議決を必要とする。 

（議 事） 

第２２条 総会の議事は，出席会員の過半数

で決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。ただし，規約の改正，解散

については，出席会員の３分の２以上の議

決を必要とする。 

（表決の委任） 

第２３条 やむを得ない事由により総会に出

席できない会員は，他の会員を代理人とし

て表決を委任することができる。この場合

においては，第２０条及び前条の規定の適

用については，総会に出席したものとみな

す。 

（表決の委任） 

第２３条 （現行のとおり） 

（会員への通知） 

第２４条 総会の議事の要領及び議決した事

項は，会員に通知する。 

（会員への通知） 

第２４条 （現行のとおり） 

（議事録） （議事録） 
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第２５条 総会の議事については，次の各号

に掲げる事項を記載した議事録を作成しな

ければならない。 

 （１）総会の日時及び場所 

 （２）出席した会員（書面表決者及び表決委

任者を含む。）の数 

 （３）議案 

 （４）議事の経過の概要及びその結果 

２ 議事録は，幹事会で承認後，事務局にお

いて保管する。 

３ 議事録は，会員から要求があった場合

は，開示するものとする。 

第２５条 （現行のとおり） 

第６章  幹  事  会 第６章  幹  事  会 

（幹事会） 

第２６条 幹事会は，幹事長が招集する。 

２ 幹事会の議長は，幹事長が当たる。 

３ 幹事会は，毎会計年度２回以上開催する

ほか，次の各号に掲げる場合に開催する。 

 （１）幹事長が必要があると認めたとき。 

 （２）幹事の３分の１以上から会議の目的を

記載した書面により，開催の請求があった

とき。 

（幹事会） 

第２６条 （現行のとおり） 

（幹事会の定足数） 

第２７条 幹事会は，幹事数の３分の２以上

の出席がなければ開会することができな

い。 

（幹事会の定足数） 

第２７条 （現行のとおり） 

（議決事項） 

第２８条 幹事会は，この規約に別に定める

もののほか，次の事項を議決する。 

 （１）総会の議案 

 （２）総会の議決した事項の実施に関するこ

と。 

 （３）フォーラムに関する広報及び各種関連

情報の収集・発信に関すること。 

 （４）ワーキンググループの設置及び運営に

関すること。 

 

 

 （５）事業部の設置に関すること。 

 

 （６）事務局の運営に関すること。 

 （７）その他フォーラムに関する重要な事項 

（議決事項） 

第２８条 幹事会は，この規約に別に定める

もののほか，次の事項を議決する。 

 （１）総会の議案 

 （２）総会の議決した事項の実施に関するこ

と。 

 （３）フォーラムに関する広報及び各種関連

情報の収集・発信に関すること。 

 （４）ワーキンググループの設置，廃止及び

運営に関すること。 

 （５）プロジェクトチームの設置，廃止及び

運営に関すること 

 （６）事業部の設置，廃止及び運営に関する

こと。 

 （７）事務局の運営に関すること。 

 （８）その他フォーラムに関する重要な事項 

（議 事） 

第２９条 幹事会の議事は，出席幹事の過半

数で決し，可否同数のときは，議長の決す

るところによる。 

（議 事） 

第２９条 （現行のとおり） 

（書面表決等） 

第３０条 やむを得ない事由により幹事会に

出席できない幹事は，あらかじめ通知され

た事項について，書面をもって表決し，又

は他の幹事を代理人として表決を委任する

（書面表決等） 

第３０条 （現行のとおり） 
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ことができる。この場合においては，第２

７条及び前条の規定の適用については，幹

事会に出席したものとみなす。 

（会員への通知） 

第３１条 幹事会の議事の要領及び議決した

事項は，会員に通知する。 

（会員への通知） 

第３１条 （現行のとおり） 

（議事録） 

第３２条 幹事会の議事については，次の各

号に掲げる事項を記載した議事録を作成し

なければならない。 

 （１）幹事会の日時及び場所 

 （２）出席した幹事（書面表決者及び表決委

任者を含む。）の数 

 （３）議案 

 （４）議事の経過の概要及びその結果 

２ 議事録は，次回幹事会で承認後，事務局

において保管する。 

３ 議事録は，会員から要求があった場合

は，開示するものとする。 

（議事録） 

第３２条 （現行のとおり） 

第７章  常任幹事会 （削除） 

（常任幹事会） 

第３３条 常任幹事会は，幹事長が招集する。 

２ 常任幹事会の議長は，幹事長があたる。 

３ 常任幹事会は，適宜開催する。 

（削除） 

（議決事項） 

第３４条 常任幹事会は，この規約に別に定

めるもののほか，次の事項を議決する。 

 （１）幹事会の議案 

 （２）幹事会の議決した事項の実施に関する

こと。 

（削除） 

（規定の準用） 

第３５条 第２７条，第２９条，第３０条及

び第３２条の規定は，常任幹事会に準用す

る。 

（削除） 

第８章 ワーキンググループ等 第７章 ワーキンググループ等 

（ワーキンググループ） 

第３６条 ワーキンググループは，幹事会が

推薦する者及び会員の中から希望する者を

もって構成する。 

２ ワーキンググループは，フォーラムの活

動方針に基づき，会議，ワークショップ，

講演会，研修会の開催等具体的な活動を実

施する。 

３ ワーキンググループに関する必要な事項

は，幹事会において別に定める。 

（ワーキンググループ） 

第３３条 ワーキンググループは，幹事会が

推薦する者及び会員の中から希望する者を

もって構成する。 

２ ワーキンググループは，フォーラムの活

動方針に基づき，会議，ワークショップ，

講演会，研修会の開催，事業化に向けた調

査研究等具体的な活動を実施する。 

３ ワーキンググループに関する必要な事項

は，幹事会において別に定める。 

（会員交流会） 

第３７条 代表は，会員間のフォーラム活動

等の情報交換及び意見交換を行うため，会

員交流会を年１回以上開催する。 

２ 会員交流会に関する必要な事項は，幹事

会において別に定める。 

（削除） 
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（プロジェクトチーム） 

第３８条 アジェンダの推進に関する特別の

事項について調査，協議，企画及び実施等

を行うため，必要に応じ，プロジェクトチ

ームを設置する。 

２ プロジェクトチームに関する必要な事項

は，幹事会において別に定める。 

（プロジェクトチーム） 

第３４条 （現行のとおり） 

第９章  事 務 局 等 第８章  事 務 局 等 

（事務局） 

第３９条 フォーラムの庶務，広報，経理事

務を担当するため，事務局をおく。 

２ 事務局に，事務局長１名をおき，フォー

ラムの事務を総括する。 

３ 事務局は，市民団体，事業者若しくは事

業者団体又は行政機関からの職員若干名で

構成する。 

 

 

４ 事務局に関する必要な事項は，幹事会に

おいて別に定める。 

（事務局） 

第３５条 フォーラムの事務を処理するた

め，事務局をおく。 

２ 事務局に，事務局長１名をおき，フォー

ラムの事務を総括する。 

３ 事務局は，市民，市民団体，事業者若し

くは事業者団体又は行政機関からの職員若

干名で構成する。 

４ 事務局長及び事務局の職員は，代表が任

免する。 

５ 事務局に関する必要な事項は，幹事会に

おいて別に定める。 

（事業部） 

第４０条 アジェンダの推進に当たり必要と

認めるときは，幹事会の議決を経て，事業

部を置くことができる。 

２ 事業部に関する必要な事項は，幹事会に

おいて別に定める。 

（事業部） 

第３６条 （現行のとおり） 

第１０章  資産及び会計 第９章  資産及び会計 

（資産の構成） 

第４１条 フォーラムの資産は，次に掲げる

ものをもって構成する。 

 （１）会費 

 （２）寄付金 

 （３）自主事業収入 

 （４）受託事業収入 

 （５）その他の収入 

（資産の構成） 

第３７条 （現行のとおり） 

（資産の管理） 

第４２条 フォーラムの資産は，代表が管理

し，その方法は，幹事会において別に定め

る。 

（資産の管理） 

第３８条 （現行のとおり） 

（経費の支弁） 

第４３条 フォーラムの経費は，資産をもっ

て支弁する。 

（経費の支弁） 

第３９条 （現行のとおり） 

（暫定予算） 

第４４条 やむを得ない事由により予算が成

立しないときは，代表は，予算の成立の日

まで前年度の予算に準じ収入支出すること

ができる。 

（暫定予算） 

第４０条 （現行のとおり） 

（予算の追加及び更正） 

第４４条の２ 予算の成立後やむを得ない事

由が生じたときは，幹事会の議決を経て，

既定予算の追加又は更正を行うことができ

（予算の追加及び補正） 

第４０条の２ 予算の成立後やむを得ない事

由が生じたときは，幹事会の議決を経て，

既定予算の追加又は補正を行うことができ
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る。 る。 

（剰余金の処分） 

第４５条 毎会計年度の決算において剰余金

を生じたときは，翌年度に繰り越すものと

する。 

（剰余金の処分） 

第４１条 （現行のとおり） 

 

（会計年度） 

第４６条 フォーラムの会計年度は，毎年４

月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。 

（会計年度） 

第４２条 （現行のとおり） 

 

第１１章  残余財産の処分 第１０章  残余財産の処分 

（残余財産の処分） 

第４７条 フォーラムが残余財産を残して解

散する場合においては，幹事会の議決を経

て，残余財産の処分方法を決定するものと

する。 

（残余財産の処分） 

第４３条 （現行のとおり） 

第１２章  雑     則 第１１章  雑     則 

（委 任） 

第４８条 この規約の施行に関する必要な事

項は，幹事会において別に定める。 

（委 任） 

第４４条 （現行のとおり） 

附     則 附     則 

（附則） 

１ この規約は，設立の日（平成１０年１１

月２３日）から施行する。 

２ フォーラムの設立当初の幹事及び計画推

進委員は，第１２条第１項及び同条第３項

の規定にかかわらず，設立発起人及び京の

アジェンダ２１フォーラム準備委員会が選

出する。 

３ フォーラムの設立当初の幹事会及び計画

推進委員会は，設立大会をもって代える。 

４ フォーラムの設立当初の第１１条各号に

掲げる役員の任期は，第１４条第１項の規

定にかかわらず，平成１１年４月１日から

起算するものとする。 

５ フォーラムの設立当初の会計年度は，第

３８条の規定にかかわらず，設立の日に始

まる。 

６ フォーラムの設立当初の会計年度におい

ては，第２１条第４号，同条第５号及び同

条第６号の規定は適用しない。 

（附則） （現行のとおり） 

（附則） 

 この規約は，平成１２年８月２日から施行

する。 

（附則） （現行のとおり） 

（附則） 

１ この規約は，平成１３年５月１日から施

行する。ただし，施行の日以前において，

この規約の規定の例により，この規約の施

行の準備を行うことができる。 

（附則） （現行のとおり） 

（経過措置） 

２ この規約が施行された後，最初の総会が

開催されるまでの間，第３章から第８章ま

での規定は，なお従前の例による。 

（経過措置） （現行のとおり） 
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３ 前項の場合において，第１４条第３項の

規定を準用する。 

（附則） 

 この規約は，平成１４年７月１日から施行

する。 

（附則） （現行のとおり） 

（附則） 

 この規約は，平成１５年７月１日から施行

する。 

（附則） （現行のとおり） 

 （附則） 

 この規約は，平成２０年７月１日から施行

する。 

  

 （フォーラムの事務所） 

 第２条に規定する別に定める事務所は、次

に掲げるところに置くこととする。 

 

〒612-8103 

京都市伏見区深草池ノ内町 13 

京エコロジーセンター活動支援室内 

 

平成１５年６月２０日（平成１５年度第２回

幹事会）承認 

 （フォーラムの会費） 

 第７条第 1 項に規定する別に定める会費

は、１口千円を単位として、会員ごとに次の

各号に定められた口数分とする。 

（１）個人会員 １口 

（２）団体会員 ２口以上 

 

平成１０年１１月２３日（幹事会・計画推進

委員合同会議）承認 
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第 6 号議案 幹事・監事の追加選任について 

幹事・監事の追加選任について 

 

 

 次のとおり、幹事及び監事を選任する。 

 

提案理由 

 京都市では、環境をあらゆる政策の基本とした環境共生型都市・京都の実現を目指してい

る。総合企画局では、京都市政を総合的に推進するため、市政の企画・調整、基本構想・基

本計画を所管している。この基本計画においては、環境への負担の少ない持続可能なまちを

つくるため、「京のアジェンダ 21 フォーラム」を核とした環境問題への取組を掲げている。

市民、事業者とのパートナーシップの下、現行の基本計画の更なる推進はもとより、次期基

本計画の策定に向け、京都の未来像を共有していくに当たり、フォーラム運営に関わってい

ただくため、総合企画局長を幹事に選任する。 

 また、事務局の組織強化の一環として、フォーラム専任の事務局長を雇用することに伴い、

これまで事務局長の職を担当していた京都市総合企画局地球温暖化対策室企画調査担当課長

については、今後ともフォーラムの予算及び業務執行等の事務局運営に関わりを持ち、バッ

クアップできる体制とするため、監事として選任する。 

 

 

候補者 

 幹事 京都市総合企画局 局長 坪内俊明 氏 

 

 監事 京都市総合企画局地球温暖化対策室企画調査担当課長 高畑重勝 氏 

 

任期 

 平成２１年６月３０日まで（現役員に同じ） 

 ただし、監事については、平成２０年８月１日からとする。 
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